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ふぐ延縄漁の解禁！
　三重県最南端の紀南漁協（鵜殿港）にちょうど１０月１日に行きましたので、市場を覗いてみました。１０月１日はイセエビ漁（刺し網）の解禁とともにふぐ延縄漁も解禁となります。
　イセエビ漁は前日の夕方に刺し網を設置して翌朝揚げますが、ふぐ漁は夜明け前から仕掛け始め、昼からの入札に間に合うように市場に戻ってきます。港を眺めていると、ふぐ延縄業者の船が一隻ずつ入ってきます。
　トラフグは、餌となるプランクトンや小魚が豊富な育成環境にある伊勢湾口で春に生まれ、秋になると潮の早い外洋に出てきて、熊野灘沿岸にも回遊してきます。
ここ紀南漁協の市場では、例年に比べ比較的大きな個体が水揚げされているそうです。
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写真（左）の腹を上に見せているトラフグは、死んでいるのではありません。鰾（うきぶくろ）が膨らんでいるだけです。針で腹を刺せば、萎んでいきます。
　写真（右）は、大きなふぐですね。２ｋｇぐらいあるサイズではないでしょうか？　
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　こちらはサバフグです。今年は結構獲れているみたいです。しかし、サバフグが多いと、　　ふぐ漁（トラフグ）の延縄の糸を切るので、大量にサバフグが混獲され始めると、「ひっかけ」という漁具を使いサバフグを狙って獲るそうです。
　サバフグは毒がないので、肝も食べられますが、とても美味しいとの話です。しかし、素人が料理しないでください。ドクサバフグといって猛毒を持つ種類もいますから、要注意です。
